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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する。

＜連絡事項＞

・問題行動があった際は、必ず詳細をカルテへ記載して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・大橋　正男様～有料老人ホーム堀口ひばり苑入所の為、本日退院となっている。

・船木　榮子様～担当より息子様へ面談実施の電話連絡をしているが、退院がはっきりと決まらない限り応じないとの返答。主治医へ情報提供し、今回の面談は息子様不在で実施するとの事。退院が決定した際、改めて息子様を含めた面談を行っていく。

・熊野　文吉様～持参薬が切れる為、当院処方へ切り替えている。同内容にて６日分処方、以後定期となる。

・沢田　三朗様～特定患者様への迷惑行為、破損行為の可能性高い為、101号室へ部屋移　　　　　　　　

　　　　　　　　動している。

・村井　チヤ様～物盗られ妄想言動強めており、被害的発言も聞かれている。主治医へ情報提供し、臨時薬のカロナールが止め、クエチアピンが追加となり、７日分処方となる。

・百澤　豊子様～ＰＳＷより成年後見人へ連絡する機会ある為。介護保険について確認するとの事。

・野月平　チエ様～介護保険について甥様より電話連絡あった際は、介護度と期限を確認して下さい。

＜深澤Ｄｒ診察＞

・中山　ふよ様～両膝疼痛訴えあり、ハップスター２Ｐ処方となっています。毎日貼付し、様子観察して下さい。ご家族様より4/22（土）10：00～15：00外出希望あり、許可が下りています。

・赤坂　こと様～本日で血糖測定終了。施設入所に向け、面談を実施するとの事。担当スタッフは日程調整して下さい。

・荒谷　郁子様～本日で血糖測定終了。

・立花　栄子様～レボフロキサシンは本日で飲み切り止めの指示あり。

・堀内　正三郎様～右臀部の褥瘡へアズノール塗布＋ラップ保護の継続指示あり。

＜要注目患者様＞

・聖前　富次郎様～昨日準夜帯にて膀胱留置カテーテル弄り、尿漏れあり交換しているが、血尿あり。当直医より交換の指示あり。挿入前に多量の排尿を確認。交換後にカテーテルチューブ内に血性の液が少量あるのみだった為、再度当直医へ報告。チューブ内の内容・流出量に注意し、翌朝までに排尿ない場合は抜去の指示あり。排尿量少なく、血尿も見られた為、６時に抜去するが、腹部マッサージにて血尿から徐々に淡黄色の排尿600ｇあり。主治医不在の為、深澤Ｄｒへ情報提供し、アドナトランサシン３×１　３日分処方となる。11：45、床に仰向けで倒れている所を発見、外傷なし。伊藤Ｄｒより経過観察の指示あり。ベット交換している。

・丹波　清様～各食共に残食見られている。以前より胃部不快感あり、入院前は市販の胃

薬を３回／日服用していたと本人話されている。主治医へ情報提供し、明日対応するとの事。両乳首の疼痛訴えあり。左側の痛みが強いと話す。両乳首にガーゼ保護の指示あり実施している。その後、疼痛和らいでいるとの事。ガーゼは毎日交換して下さい。

・松原　輝子様～自室で過ごされている事多いが、プログラム等の日課へは拒否なく取り組む事出来ており、穏やかに過ごされている。

・中川原　新一様～不機嫌さなし。ホールでＴＶを見たり、自室で本を読んで過ごす。帰宅要求も聞かれず。臨時薬の抑肝散が増加、７日分処方となる。

・馬場　清様～昨晩はあまり眠れなかったと話すが、声掛けにてプログラムへは参加出来

ている。

・中山　ふよ様～膝下の疼痛へ湿布で対応中。痛みは自制内であると話す。

・白鳥　キエ様～深夜帯にてスタッフへ足を震わせて見せ、依存的となる事あり。日中はそのような行動は見られず。

・立花　栄子様～食事は全量摂取。椅子からの立ち上がり頻回で、都度介入要している。介入に対し拒否や抵抗はない。夫様より面談の希望（５月）あり。実施候補日について２～３日後に電話連絡来る事となっている。

・和田　邦行様～棟内徘徊あるが、帰宅要求聞かれず、不穏となる事もない。

・堀内　正三郎様～食事はむせ込みなく全量摂取。四肢冷感、バイタル異常なし。酸素飽和濃度の低下も見られず。

・佐藤　いち様～食事の残食目立つ。深夜帯にて他室侵入あり、他者とのトラブルも見られている。夕食後に不穏となる傾向にあり、就床までに時間がかかっている。臨時薬のオランザピンＯＤ→リスペリドンＯＤ（１）１Ｔへ変更、８日分処方となる。（退院時処方含む）

　　　　　　　　施設側の希望にて便秘時・不穏時・不眠時各１０日分処方している。（あおぞらクリニック宛紹介状へ記入済）

・細川　洋様～昨日自室で転倒したと話しており、左肘に６ｃｍ×４ｃｍの内出血、擦過　　　　　　

　　　　　　　傷確認しています。触れたり、動かさなければ痛みは無いと話されている。経過観察の指示あり。

＜排便困難者＞

・松倉　冨美子様～－２日：シンラックにて対応。

・丹波　清様～－３日：シンラックにて対応。

・清川　恵様～－４日：シンラックにて対応。

・北野　はるゑ様～－３日：センナリド２Ｔ服用

・嶋守　與之様～－５日：シンラックにて対応。

・堀内　正三郎様～－２日：センナリドにて対応。

・立花　栄子様～－４日：シンラックにて対応。

・細川　洋様～－３日：センナリドにて対応。

・五十嵐　恵子様～－２日：シンラックにて対応。

・山下　ヨシ様～－４日：シンラックにて対応。

・福田　りわ様～－２日：シンラックにて対応。

＜事故振り返り＞

立花　栄子様

状況：4/18（火）7：00のトイレ誘導の際、右大腿内側10㎝×5㎝と左大腿外側4㎝×3

㎝の内出血を発見。腫脹・熱感・疼痛は無いとの事。右傾き軽度あり。夜間は１時間

程度の睡眠であり、浅眠で経過していた。ベッド上で体動あり。

原因：前日トイレ誘導した際内出血は無かった。夜間帯で出来た物と考えられるが、転　　　倒した様な物音もなかった。ベッド上で柵に足を掛けたり、間に入れたりする行動ある為、その際に出来た可能性もあり。

対策：柵なしのベッド使用に変えると転落の危険性もある為、不眠時はベッドを目の届く

場所へ移動させる、車椅子へ移乗して頂く等、常時見守り、介入出来る環境・状態にする。

＜パス評価＞

· 関下　詳治郎様～入院２ヶ月のパス評価行っている。

【FIM51点（前回44点）FASTレベル6、DBD22点（前回16点）】

精神・身体症状：浮腫見られている。 

行動症状：日中臥床傾向。尿・便失禁見られている。

＜主治医面談＞

･梅内　重美様～妻様が体調不良のため、長男様のみ来院。今後は施設入所に向け、妻様、長男様友に動いていくこととなっている。施設一覧渡している。

